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家族経営協定の締結が行われました！ 

 

6月10日に東近江市役所で家族経営協定の調印式が行われました。今回、協定を締結され

たのは果樹を主体に経営されているO氏と水稲を主体に経営されているY氏です。 

 

家族経営協定は、農業の経営内において家族一人ひとりの役割や責任、ルールを明確にす

るもので、協定書として調印することで自身の責任感や意欲が増大し、農業経営の発展につな

がります。 

O氏は八日市地域でナシを中心に水稲と黒大豆を栽培されており、経営継承を契機に、両親

と兄の4名で協定を締結されました。今後は、「意欲を持って取り組みたい。長年身に着けたノ

ウハウも活かしたい」と決意を話されました。 

Y氏は蒲生地域で、水稲と麦・大豆を中心とした土地利用型農業を栽培されており、経営継

承を契機に、母親と2人の弟の5名で協定を締結されました。今後は、「経営面積を拡大してい

きたい。最終目標としては法人化を目指したい」と決意を話されました。 

当課では、締結にあたって農業委員会と共に立会いをしています。今後も、より良い農業経

営の実現に向け、家族経営協定の実践に向けた支援を行っていきます。 
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